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令和４年６月 定例教育委員会 議事録 

 

1．日  時 令和４年６月２８日（火）１０時００分 

  

2．場  所 ４３号会議室 

  

3．出席委員 教育長 浦部 眞 

 委 員 旭田 國浩 

 委 員 渡邊 義専 

 委 員 深浦 淳美 

   委 員 谷本 ひとみ 

 
   

4．出席事務局職員 教育次長兼教

育振興課長 

橋本 張幸 学校教育課長

兼教育審議員 

村上 豊優 

生涯学習課長 宮脇 浩司 指導主事 池田 祐樹 

 指導主事 村上 弦大 指導主事 米村 光生 

 課長補佐兼学

務係長 

畑山 鉄也 

 

教育政策係長 田中 彰 

 給食センター

整備推進室長 

岡村 哲明 課長補佐兼社

会教育係長 

馬場 理恵子 

 スポーツ推進

係長 

前田 恵子 荒尾市少年指

導センター長 

前田 偉知雄 

     

 

 

 

 



 

 

 

 

教育長    ○開会宣言  令和 4年 6月 28日（火）10時 00分 

              ○会議成立の確認（過半数出席） 

              ○議題、会議の日程等の承認 

              ○会議録署名委員の指名（谷本委員） 

 

 

1．前回会議録の承認（旭田委員） 

2. 議案 

 

【議第 34号 荒尾市立学校給食センター運営委員会委員及び監査委員の委嘱又は任命について

（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

深浦委員 

 

事務局 

 

新学校給食センターへの移行に伴い委嘱者の人数が少ないとの事だが、例年

何名で構成しているのか。 

年度により異なるが、規定第 3条に基づき 18名以内で構成している。 

 

 

 

【議第 35号 荒尾市学校給食用食材に関する検討委員会委員の委嘱又は任命について（教育振

興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

旭田委員 

事務局 

 

 

食材に関する検討委員会は定例的に開催しているものか。 

定例的に会議を行っており、地産地消の観点なども含め、食材の購入状況の

報告などを行っている。課題が生じた場合は課題の検討も行っている。 

 

 

 

【議第 36号 荒尾市食物アレルギー対応委員会委員の委嘱又は任命について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

渡邊委員 

 

 

事務局 

旭田委員 

事務局 

 

条例第 3条に「委員は 15人以内をもって組織される」とあるが、今回の委嘱

案では 8名となっている。今回の人数設定は、9月に長洲町と共同で新セン

ターを運営することを見越してのものか。 

お見込みのとおりである。 

現学校給食センターにおいてアレルギー食はどれくらい作られているのか。 

現学校給食センターではアレルギー食を作ることができないため、アレルギ

ーを持つ児童には、面談等を実施し、献立のリストを提供したり、特定のメ



 

 

 

 

 

 

深浦委員 

 

事務局 

ニューを省いたりする等、個別対応を行うこととしている。令和 3年度は 64

名の児童について個別対応を行った。 

9月から新センターになると、乳と卵の 2品目について除去食の提供が可能

となる。将来的には対応可能な品目を増やしていきたい。 

令和 3年度までの個別対応について、特定のメニューを省いた場合、弁当を

持参したようなケースもあるのか。 

そのようなケースもある。 

 

 

 

【議第 37号 荒尾市スポーツ推進審議会委員の委嘱又は任命について（生涯学習課）】 

○事務局説明 

○質疑 

各委員 特になし 

 

 

【議第 38号 荒尾市社会教育委員の委嘱について（生涯学習課）】 

○事務局説明 

○質疑 

各委員 特になし 

 

 

【報告第 5号 荒尾市民プールの営業期間について（生涯学習課）】 

○事務局説明 

○質疑 

渡邊委員 

事務局 

深浦委員 

 

谷本委員 

事務局 

 

屋外でのマスク着用はどのような取扱になっているか。 

受付・更衣室内では着用を促すが、屋外での着用は不要としている。 

昨年度の利用者はどのくらいだったのか。 

延べ 17,000人程度である。1日の利用者が 1,000人を超える日もあった。 

監視員の雇用はどのようになっているか。 

指定管理者である体育協会が雇用している。現在、7月のオープンに向け募

集があっており、監視員には研修も行っている。 

 

 

 

【報告第 6号 荒尾市心身障害児童生徒就学支援委員会委員の委嘱又は任命について（学校教

育課）】 



 

 

○事務局説明 

○質疑 

各委員 

 

特になし。 

 

 

 

【その他（1） 7月行事予定について】 

○事務局説明 

○質問 

谷本委員 

 

 

事務局 

 

 

旭田委員 

事務局 

岱志塾・有明塾についてだが、実施内容についての企画はそれぞれの高校

が行うのか。実施内容や周知方法については、対象者に「参加したい」と

思わせるような企画を期待する。 

岱志塾・有明塾の企画・運営は高校側が主に行い、学校や保護者への周知

や参加申し込みのとりまとめ等事務的な部分を市教委で行っている。 

高校側とも連携し、魅力的な事業の実施となるよう努めたい。 

日本語交流ひろばに参加する外国人は平均に何人くらいか。 

回によってばらつきはあるが、平均すると 3～4人程度で、多いときは 6～7

人の参加がある。日本語サポーター5～6名で対応しているが、参加者と 1

対 1で対応することが理想である。 

 

 

 

【その他（2） 次回定例教育委員会の日程について】 

○事務局提案 

事務局 

 

各委員 

教育長 

次回の第 7回定例教育委員会は 7月 27日（水）10時 00分から開催したい

と思うがいかがか。 

異議なし。 

それでは、次回の第 6回定例教育委員会は 7月 27日（水）10時 00分から

開催する。 

 

 

【その他（3） 荒尾市内有害図書自動販売機について撤去完了の報告（少年指導センター）】 

○事務局説明 

各委員 

 

特になし 

 

教育長    ○閉会宣言 令和 4年 6月 28日（水）  10時 30分 


